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市
で
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
の
影
響
な
ど
を
踏
ま
え
、
子
育

て
世
帯
に
対
し
て
、
臨
時
特
例
的

な
給
付
措
置
と
し
て
支
給
さ
れ
る

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
受
付
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い

人
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
受
付
期
限
ま
で
に
申
請
書
の
提

　
出
が
な
い
と
、
辞
退
と
み
な
さ

　
れ
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
対
象
者　

平
成
27
年
６
月

　
分
の
児
童
手
当
の
受
給
者

※
支
給
対
象
と
見
込
ま
れ
る
人
に

　
は
、
６
月
初
旬
に
申
請
書
な
ど

　
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
児
童　

支
給
対
象
者
の
平

　
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
の

　
対
象
と
な
る
児
童

▽
支
給
額

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３
千
円

▽
申
請
手
続　
平
成
27
年
５
月
31

　
日
時
点
で
、
住
民
票
が
あ
る
市

　
区
町
村
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
書
に
同
封
の
返
信
用
封
筒

　
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
か
ら

　
申
請
書
な
ど
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

　
勤
務
先
の
証
明
を
受
け
た
上
で

　
子
育
て
支
援
課
に
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

▽
受
付
期
限　

10
月
30
日
（
金
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
５
３
０

　
　

子
育
て
支
援
課

〒
７
０
１-

４
２
６
４

瀬
戸
内
市
長
船
町
土
師
２
７
７-

４

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
書
の

受
付
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
支
給
対
象
要
件
を
満
た
す

人
で
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人

は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
受
付
期
限
ま
で
に
申
請
書
の
提

　
出
が
な
い
と
、
辞
退
と
み
な
さ

　
れ
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
対
象
者　

平
成
27
年
度
分

　
市
町
村
民
税
（
均
等
割
）
が
課

　
税
さ
れ
な
い
人

※
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親

　
族
な
ど
や
生
活
保
護
の
受
給
者

　
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
支
給
対
象
と
見
込
ま
れ
る
人
に

　
は
、
７
月
24
日
に
申
請
書
な
ど

　
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

▽
支
給
額

　
対
象
者
1
人
に
つ
き
、
６
千
円

※
本
年
度
は
加
算
措
置
な
し
。

▽
申
請
手
続　

平
成
27
年
１
月
１

　
日
時
点
で
、
住
民
票
が
あ
る
市

　
区
町
村
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

　
受
付
期
限
内
に
郵
送
で
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
限　

10
月
30
日
（
金
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

　
　

福
祉
課

〒
７
０
１-

４
２
６
４

瀬
戸
内
市
長
船
町
土
師
２
７
７-

４

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
１

  

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

  

申
請
は
10
月
30
日
ま
で
に

  

臨
時
福
祉
給
付
金

  

申
請
は
10
月
30
日
ま
で
に

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
標
語
を
選
定

　　
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
法
務
省
が

毎
年
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
推
進
委
員
会
で
は
、
市
内
の
中
学
生
に
呼
び
掛
け
、
標
語
を
募

集
し
ま
し
た
。
１
、０
２
８
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
次
の
標
語
が
優
秀
作
品

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

最
優
秀

見
つ
め
あ
い
手
と
手
を
つ
な
ぐ
地
域
の
和　
（
佐
々
木
良
緒　
邑
久
中
２
年
）

非
行
の
芽
早
め
に
つ
み
と
る
地
域
の
輪　
　
（
三
輪
菜
奈
実　
長
船
中
３
年
）

考
え
て
目
の
前
の
人
の
そ
の
気
持
ち　
　
　
（
柴
田　
良
一　
牛
窓
中
３
年
）

優
秀

あ
い
さ
つ
は
心
を
い
や
す
お
ま
じ
な
い　
　
（
坂
本　
　
悠　
邑
久
中
１
年
）

考
え
て
や
っ
て
い
い
こ
と
悪
い
こ
と　
　
　
（
松
井　
章
絋　
邑
久
中
１
年
）

あ
り
が
と
う
こ
ん
な
言
葉
が
あ
た
た
か
い　
（
坂
口　
慎
弥　
邑
久
中
１
年
）

な
や
み
ご
と
は
な
し
て
み
よ
う
か
く
さ
ず
に（
内
田　
優
里　
邑
久
中
１
年
）

「
あ
り
が
と
う
」
笑
顔
に
な
れ
る
い
い
言
葉
（
石
井　
琳
花　
邑
久
中
１
年
）

君
の
手
と
小
さ
な
勇
気
で
広
が
る
輪　
　
　
（
森　
　
涼
葉　
邑
久
中
２
年
）

「
ご
め
ん
ね
」と
言
え
る
勇
気
が
大
切
だ　
　
（
水
野　
園
加　
邑
久
中
２
年
）

そ
の
行
動
他
人
の
気
持
ち
を
考
え
て　
　
　
（
太
田　
悠
生　
長
船
中
１
年
）

い
じ
め
は
ね
自
分
の
心
も
傷
つ
け
る　
　
　
（
小
田　
京
以　
長
船
中
１
年
）

あ
い
さ
つ
で
結
ぼ
う
強
く
み
ん
な
の
輪　
　
（
髙
嶋　
　
宙　
長
船
中
２
年
）

ス
マ
ホ
を
や
め
て

さ
あ
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　
　
　
　
（
中
島　
美
紀　
長
船
中
２
年
）

「
や
め
よ
う
よ
」そ
の
一
言
で
未
来
は
変
わ
る（
松
下　
絢
菜　
長
船
中
３
年
）

大
丈
夫
ち
ゃ
ん
と
待
っ
て
る
人
が
い
る　
　
（
馬
場　
悠
輔　
長
船
中
３
年
）

友
達
の
が
ん
ば
る
勇
気
咲
か
せ
よ
う　
　
　
（
爲
房　
啓
介　
牛
窓
中
１
年
）

守
ろ
う
よ
自
分
の
明
日
と
友
の
明
日　
　
　
（
田
淵　
捺
人　
牛
窓
中
２
年
）

こ
ん
に
ち
は
そ
の
一
言
が
犯
罪
防
止　
　
　
（
末
廣　
　
基　
牛
窓
中
２
年
）

　
で
32
倍
未
満
の
人

②
妊
娠
希
望
の
女
性
の
パ
ー
ト

　
ナ
ー
で
、
県
風
し
ん
無
料
抗
体

　
検
査
を
受
け
て
抗
体
価
が
Ｈ
Ｉ

　
法
で
16
倍
未
満
の
人
。た
だ
し
、

　
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女
性
の

　
抗
体
価
が
Ｈ
Ｉ
法
で
32
倍
未
満

　
の
場
合
に
限
る
。

③
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
パ
ー
ト

　
ナ
ー
で
、
県
風
し
ん
無
料
抗
体

　
検
査
を
受
け
て
抗
体
価
が
Ｈ
Ｉ

　
法
で
16
倍
未
満
の
人
。た
だ
し
、

　
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
抗
体
価

　
が
Ｈ
Ｉ
法
で
32
倍
未
満
の
場
合

　
に
限
る
。

※
風
し
ん
抗
体
価
の
検
査
方
法
は

　
Ｈ
Ｉ
法
以
外
で
も
同
程
度
と
分

　
か
る
も
の
で
あ
れ
ば
可
。

▽
助
成
金
額

　

・
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
の
場
合

　
上
限　
４
、０
０
０
円

　

・
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
）

　
ワ
ク
チ
ン
の
場
合

　
上
限　
７
、０
０
０
円

※
助
成
金
の
支
給
は
１
人
に
つ
き

　
１
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

▽
手
続
方
法

　
申
請
書
（
健
康
づ
く
り
推
進
課

に
あ
り
ま
す
）、
予
防
接
種
費
用

の
領
収
書
（
接
種
者
名
、
接
種
日

お
よ
び
領
収
日
、
ワ
ク
チ
ン
種
類

の
記
入
が
あ
る
も
の
）、
県
風
し

ん
無
料
抗
体
検
査
の
申
込
書
、
風

し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
通
知
、
印

鑑
、
振
込
先
金
融
機
関
の
口
座
番

号
な
ど
が
分
か
る
も
の
を
持
参

し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
男
性
が
費
用
助
成
を
受

け
る
場
合
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
女
性

の
抗
体
価
が
Ｈ
Ｉ
法
で
32
倍
未
満

と
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
県
風
し
ん
無
料
抗
体
検
査
に
つ
い
て
は

　

岡
山
県
保
健
福
祉
部
健
康
推
進
課

☎
０
８
６-

２
２
６-
７
３
３
１

HPhttp://w
w
w
.pref.okayam

a.
jp/page/380502.htm

l

■
風
し
ん
予
防
接
種
助
成
に
つ
い
て
は

　
　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

　
市
で
は
、
岡
山
県
風
し
ん
抗
体

検
査
助
成
事
業
に
よ
る
風
し
ん
ウ

イ
ル
ス
抗
体
検
査
（
県
風
し
ん
無

料
抗
体
検
査
）
を
受
け
て
抗
体
価

の
低
い
人
が
、
風
し
ん
の
予
防
接

種
を
受
け
た
際
に
、
予
防
接
種
費

用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
助
成
対
象
者　
予
防
接
種
を
受

　
け
る
日
に
お
い
て
瀬
戸
内
市
内

　
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
予
防
接

　
種
費
用
の
支
払
い
が
完
了
し
て

　
い
る
人
で
、
次
の
①
〜
③
の
い

　
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人

①
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
年
度
末

　
年
齢
19
歳
以
上
50
歳
未
満
の
女

　
性
で
、
県
風
し
ん
無
料
抗
体
検

　
査
を
受
け
て
抗
体
価
が
Ｈ
Ｉ
法

  
妊
娠
希
望
者
へ
の

  
風
し
ん
予
防
接
種
助
成

　

結
核
は
、
明
治
時
代
か
ら

昭
和
20
年
代
ま
で
の
長
い

間
、「
国
民
病
」「
亡
国
病
」

と
恐
れ
ら
れ
た
感
染
症
で
、

50
年
前
ま
で
は
、
年
間
死
亡

者
数
も
10
数
万
人
に
お
よ

び
、
死
亡
原
因
の
第
１
位
で

し
た
。

　

医
療
や
生
活
水
準
の
向
上

に
よ
り
、
薬
を
飲
め
ば
完
治

で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た

が
、
過
去
の
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

今
で
も
１
日
に
58
人
の
新

し
い
患
者
が
発
生
し
、
６
人

が
命
を
落
と
し
て
い
る
、
重

大
な
感
染
症
で
す
。

　

結
核
の
初
期
症
状
は
、
風

邪
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
咳

や
痰
が
２
週
間
以
上
続
い
た

ら
、
結
核
を
疑
っ
て
早
め
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
症
状

が
１
カ
月
以
上
続
く
人
か
ら

は
、
25
人
に
１
人
の
割
合
で

結
核
患
者
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。

　

早
期
発
見
は
、
本
人
の
重

症
化
を
防
ぐ
だ
け
で
は
な

く
、
大
切
な
家
族
や
職
場
な

ど
へ
の
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ

た
め
に
も
重
要
で
す
。

　

抵
抗
力
の
弱
い
赤
ち
ゃ
ん

は
、
結
核
に
感
染
す
る
と
重

症
に
な
り
や
す
く
、
生
命
を

危
う
く
す
る
こ
と
す
ら
あ
り

ま
す
。

　

予
防
す
る
た
め
に
は
、
Ｂ

Ｃ
Ｇ
が
有
効
で
す
。
遅
く
て

も
１
歳
ま
で
（
標
準
的
な
接

種
期
間
は
、
５
カ
月
か
ら
８

カ
月
ま
で
）
に
は
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
１

  

結
核
は
、
「
現
代
日
本
」
の

　
　
　
　

重
大
な
感
染
症
で
す

　献体とは、死後、自分の遺体
を医・歯学生の解剖実習のため
に、大学へ無償で提供すること
です。
　解剖実習は、人体の構造を知
るための大切な学問であり、そ
のために遺体を寄贈すること
は、「信頼できる医師、医療従
事者」を育てることにつながり
ます。
　医学・歯学の発展のため、ご
協力をお願いします。
※献体には、家族や親戚の同意
　が必要ですので、十分に話し
　合いましょう。
　ともしび会（岡山大学医学部内）
☎０８６-２３５ - ７０９２

献体にご協力ください

問

〜
長
引
く
咳
は
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
〜

記号の説明 予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先 届…届出先 通…通告先

申
問 問

問

　
　
　
　

重
大
な
感
染
症
で
す

　
　
　
　

重
大
な
感
染
症
で
す

申
問 問

申
問

手続きは
お早めに！
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　　知っ得！せとうち便　　

　過去10年間に納め忘れた国民年金保険料を納付
することで、将来の年金額を増やすことができる
「10年の後納制度」は、９月30日で終了しました。
　そして新しく、過去５年以内に納め忘れた国民年
金保険料を納付することで将来の年金額を増やすこ
とができる「後納制度」が、10月１日から３年間
限りの特例として開始されました。なお、老齢基礎
年金を受給している人などは、後納制度の利用はで
きません。
　後納制度を利用するには、申し込み
が必要です。詳しくは「国民年金保険
料専用ダイヤル」（０５７０-０１１-

０５０）またはお近くの年金事務所へ
お問い合わせください。
　市民課　☎０８６９-２２-１７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６-２７０-７９２８

国民年金保険料「５年の後納制度」

が開始されます

ねんきんのおはなし♪

問

問

　税金は、その種類ごとに決まりごとがあり、分かりにくい面が
あるため、さまざまな問い合わせが寄せられます。
　そこで、よく質問がある項目や疑問などについて、回答をご紹
介します。

Ｑ．生命保険が満期になりました。申告は必要ですか？
Ａ．生命保険や損害保険の満期保険金、解約保険金も「一時所得」
　に該当します。一時所得として課税対象となる金額は、受け取っ
　た保険金から掛け金を引き、さらに50万円を引いた金額を２
　分の１にした金額です。

Ｑ．公的年金以外で個人で掛けている年金をもらいました。申告
　は必要ですか？
Ａ．「雑所得」に該当します。雑所得に該当する金額は受け取っ
　た金額から掛け金を引いた金額です。
　税務課　☎０８６９-２２-１１１４

市 税

問

理
場
の
運
転
効
率
が
悪
く
な
り
、

汚
水
を
完
全
に
処
理
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
十
分
な
効
果
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
市
内
を
流
れ
る
河
川
の
水
質
改

善
な
ど
、
市
の
良
好
な
環
境
を

守
っ
て
い
く
た
め
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

下
水
道
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

５
１
５
１

　
最
近
、
不
正
な
消
火
器
の
訪
問

販
売
や
訪
問
点
検
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
「
す
で
に
使
用
期
限
が
切
れ
て

い
る
」「
法
律
が
改
正
さ
れ
た
」「
消

防
署
（
ま
た
は
自
治
会
な
ど
）
か

ら
あ
っ
せ
ん
（
依
頼
、
指
示
）
を

受
け
て
い
る
」
な
ど
と
言
葉
巧
み

に
高
額
な
消
火
器
の
購
入
を
要
求

し
て
く
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
、
火
災
予
防
の

た
め
に
一
般
の
ご
家
庭
に
消
火
器

の
設
置
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、
法

律
で
は
一
般
家
庭
に
消
火
器
を
設

置
す
る
義
務
、
点
検
す
る
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
消
防

本
部
で
は
、
消
火
器
の
販
売
、
点

検
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

【
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
】

　
少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
、

　

・
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
、

　
身
分
を
証
明
さ
せ
る
。

　

・
不
要
で
あ
れ
ば
、
は
っ
き
り
と

　
断
る
。

　

・
契
約
書
に
サ
イ
ン
し
た
り
、
ハ

　
ン
コ
を
押
し
た
り
、
お
金
を
支

　
払
っ
た
り
し
な
い
で
消
防
本
部

　
に
問
い
合
わ
せ
る
。

　
業
者
の
服
装
や
言
葉
な
ど
に
ご

ま
か
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
！

　

消
防
本
部
予
防
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
４
９
３

　
平
成
27
年
度
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
更
新
講
習
会

が
、
岡
山
県
下
水
道
協
会
に
よ
り

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
者　
下
水
道
排
水
設
備
工

　
事
責
任
技
術
者
の
資
格
が
平
成

　
28
年
１
月
31
日
で
失
効
と
な
る
人

※
①
〜
⑥
の
い
ず
れ
か
１
回
を
受

　
講
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間　

９
月
28
日
（
月
）

　
〜
10
月
９
日
（
金
）
平
日
の
午

　
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
９
月
１
日
か
ら
順
次
、
対
象
者

　
に
申
込
書
類
一
式
を
送
付
し
て

　
い
ま
す
。
届
か
な
い
場
合
は
、

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

下
水
道
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

５
１
５
１

　
下
水
道
へ
の
接
続
は
、
下
水
道

が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

く
み
取
り
便
所
の
場
合
は
３
年
以

内
、
浄
化
槽
の
場
合
は
遅
滞
な
く

接
続
す
る
こ
と
が
、
下
水
道
法
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
接
続
す
る
人
が
少
な
い
と
、
処

  
下
水
道
排
水
設
備
工
事

  
責
任
技
術
者
更
新
講
習
会

  

下
水
道
へ

  

早
期
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

  

不
正
な
消
火
器
の
訪
問

  

販
売
な
ど
に
ご
注
意
を

　

平
成
27
年
国
勢
調
査
を

　
　
　
　
　
　

実
施
し
て
い
ま
す
！

■
調
査
票
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

記
入
し
た
調
査
票
は
、
調
査
員
に

直
接
提
出
す
る
か
、
調
査
票
と
一
緒

に
配
布
し
た
郵
送
提
出
用
の
封
筒
に

入
れ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
を
し
た

　

世
帯
に
つ
い
て
は
、
紙
の
調
査
票

　

の
提
出
は
不
要
で
す
。

■
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
ま
す

　

調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
令

に
そ
の
利
用
が
定
め
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
社
会
福
祉
、
雇
用
政
策
、
生
活

環
境
の
整
備
、
防
災
対
策
な
ど
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
の
た
め
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

調
査
員
は
、
銀
行
口
座
の
暗
証
番

号
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
な
ど

を
お
聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
員
を
装
っ
た
不
審
な
電
話
・
電

子
メ
ー
ル
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査

の
内
容
、
記
入
方
法
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
７
０-

０
７-

２
０
１
５

（
市
内
通
話
料
金
で
掛
け
ら
れ
ま
す
）

　

企
画
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

問

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」
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問

問

あ これ れ

月　日 時　間 場　所

南
部
会
場

11 月 19 日（木）
①午前 10 時～午後 0時 30 分

岡山ふれあいセンター
（岡山市中区桑野 715 - ２）

②午後２時～午後４時 30 分

11 月 20 日（金）
③午前 10 時～午後 0時 30 分

④午後２時～午後４時 30 分

北
部
会
場

11 月 26 日（木）⑤午後２時～午後４時 30 分 グリーンヒルズ津山リージョ
ンセンター
（津山市大田 920）11 月 27 日（金）⑥午後２時～午後４時 30 分

△

日時・場所
　
「
全
国
地
域
安
全
運
動
」
は
、

10
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
、

全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
岡
山
県
で
は
、「
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
旬
間
」
と
と
も
に
実

施
さ
れ
、
地
域
安
全
活
動
に
携
わ

る
人
た
ち
が
、
そ
の
活
動
を
よ
り

一
層
浸
透
・
定
着
さ
せ
る
た
め
、

広
報
啓
発
活
動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
や
女
性
を
対
象

に
し
た
犯
罪
や
不
審
者
対
策
の
推

進
、
高
齢
者
が
被
害
と
な
り
や
す

い
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
な
ど
を

柱
と
し
て
、
地
域
一
丸
と
な
っ
た

地
域
安
全
活
動
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向

け
、
こ
の
運
動
を
機
会
に
、
学
生

や
社
会
人
の
皆
さ
ん
も
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
、
み
ん
な
の
力
で
地
域
の
安
全

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

瀬
戸
内
警
察
署

☎
０
８
６
９-

３
４-

６
１
１
０

　
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ

き
、
建
設
現
場
で
働
く
人
の
福
祉

の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企

業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
加
入
で
き
る
事
業
主
は
、
建
設

業
を
営
む
人
で
、
対
象
と
な
る
労

働
者
は
、
建
設
業
の
現
場
で
働

く
人
で
す
。
掛
け
金
は
、
日
額

３
１
０
円
で
す
。

　
制
度
の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

建
退
共
岡
山
県
支
部
（
岡
山
建

設
会
館
内
）

☎
０
８
６- 

２
２
５- 

４
１
３
３

　
市
で
は
、
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん

を
育
て
て
い
る
母
親
を
対
象
に
、

赤
ち
ゃ
ん
と
の
関
わ
り
方
を
学
ん

だ
り
、
子
育
て
の
仲
間
を
つ
く
っ

た
り
す
る
機
会
と
し
て
「
Ｂ
Ｐ
プ

ロ
グ
ラ
ム
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

を
５
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。
今

回
は
、
３
回
目
を
開
催
し
ま
す
。

　
母
親
同
士
が
情
報
交
換
す
る
こ

と
で
、
育
児
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス

の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
14
日
、21
日
、28
日
、

　
11
月
４
日（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
４
回
）

▽
場
所　
あ
い
あ
い
保
育
園
子
育

　
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　
平
成
27
年
５
〜
８
月
生

　
ま
れ
の
第
１
子
と
そ
の
母
親
で

　
全
４
回
に
参
加
で
き
る
人

※
参
加
費
、
申
し
込
み
な
ど
、
詳
し

　
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

あ
い
あ
い
保
育
園
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６
９-

３
４-

９
３
３
０

募　
　

集

申
問

  

全
国
地
域
安
全
運
動

  

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

  

Ｂ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

  

赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！

問問

地域の皆さんによる防犯パトロール活動



　
成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
な

ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で
な

い
た
め
に
、
財
産
侵
害
を
受
け
た

り
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
損
な

わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
法
律
面
や
生
活
面
で
支
援
す

る
身
近
な
仕
組
み
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
簡
単
に
分
か
り
や

す
く
落
語
で
説
明
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　
落
語
家
・
桂
ひ
な
太
郎

　
氏
に
よ
る
成
年
後
見
落
語

▽
日
時　
10
月
24
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
定
員　
80
人

　
（
先
着
順
、定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
期
限　
10
月
21
日
（
水
）

※
同
会
場
で
開
催
の
高
齢
者
・
障

　
が
い
者
な
ん
で
も
相
談
会
（
本

　
紙
13
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
直
接
成

　
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
相
談
で

　
き
ま
す
。

　
　

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と

♡
せ
と
う
ち

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
７
１
１

　
瀬
戸
内
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
を
講
師
に
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
の

上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
10
月
20
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
場
所　
介
護
事
業
所
ま
ご
の
て
村

　
（
邑
久
町
箕
輪
６
５
６-

１
）

▽
定
員　
15
人
程
度

　
（
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
参
加
費　
無
料

　
　

ま
ご
の
て
村　

吉
信
さ
ん

☎
０
８
６
９-

２
２-

５
３
２
１

　
女
性
初
の
日
展
理
事
長
と
し
て

活
躍
を
続
け
る
人
形
作
家
・
奥
田

小さ

ゆ

め
由
女
（
１
９
３
６
年
〜
）
の
展

覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
像
を
モ
チ
ー
フ
に
、
風
や

　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談
音
な
ど
の
自
然
現
象
、
愛
や
夢
、

祈
り
を
表
現
し
た
作
品
は
、
深
い

慈
愛
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、「
白
の
時
代
」
と

呼
ば
れ
る
初
期
作
品
か
ら
、
近
年

の
色い

ろ
ご
ふ
ん

胡
粉
を
用
い
た
優
美
な
作
品

ま
で
約
40
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　
10
月
25
日
（
日
）
ま
で

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
10
月
５

　
日（
月
）、13
日（
火
）、19
日（
月
）

▽
開
館
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
５

　
時
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▽
観
覧
料　
一
般
６
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳
以

　
上
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　
展
示
室
で
作
品
を
鑑
賞
し
な
が

ら
、
作
品
の
魅
力
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す（
申
し
込
み
不
要
）。

▽
日
時　
会
期
中
の
毎
週
日
曜
日

　
午
後
２
時
〜
（
約
20
分
間
）

▽
参
加
費　
右
記
の
観
覧
料

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０
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問

今月のお

本
め
す
す

BooKs

慶
長
５
（
１
６
０
０
）
年
９
月
15
日
に
勃
発

し
た
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
の
合
戦
。東
軍
・

西
軍
入
り
乱
れ
て
の
大
合
戦
に
渦
巻
く
さ
ま

ざ
ま
な
思
惑
や
謀
略
を
、
７
人
の
作
家
が
７

人
の
武
将
を
通
し
て
描
く
歴
史
競
作
短
編
集

で
す
。

決
戦
！　

関
ヶ
原

伊
東　

潤　

ほ
か
著　

講
談
社

催
し
物

問

奥田小由女「復興のともし火」

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
申
請
期
限　
10
月
13
日
（
火
）

　
　

企
画
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
健
康
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
15
日
（
木
）

　
午
後
２
〜
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ　
肩
こ
り
に
つ
い
て

▽
講
師　
小
野
晋
也
氏（
理
学
療
法
士
）

▽
定
員　
30
人

▽
参
加
費　
１
０
０
円

▽
申
込
期
限　
10
月
14
日
（
水
）

　
　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

　
求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
な

ど
を
対
象
に
、
全
国
の
民
間
教
育

訓
練
機
関
が
実
施
す
る
「
就
職
」

を
目
的
と
し
た
公
的
な
職
業
訓
練

で
す
。

　
今
回
、
11
・
12
月
に
開
講
す
る

コ
ー
ス
の
受
講
者
を
順
次
、
募
集

し
て
い
ま
す
。
所
定
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
科　
基
礎
コ
ー
ス
・
実
践

　
コ
ー
ス
（
介
護
福
祉
、
医
療
事

　
務
、
事
務
分
野
な
ど
）

※
開
講
日
、
訓
練
期
間
（
３
〜
６

　
カ
月
）な
ど
は
、コ
ー
ス
に
よ
っ

　
て
異
な
り
ま
す
。

▽
受
講
料　
原
則
無
料
（
テ
キ
ス

　
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

※
一
定
の
要
件
（
収
入
・
資
産
な

　
ど
）
を
満
た
す
人
に
は
、「
職

　
業
訓
練
受
講
給
付
金
（
月
10
万

　
円
と
交
通
費
（
所
定
の
額
））」

　
が
支
給
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

　
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺

☎
０
８
６-
９
４
２-

３
２
１
２

　

岡
山
県
金
融
広
報
委
員
会
で

は
、
金
融
・
経
済
に
関
す
る
知
識

を
学
ぶ
「
金
融
経
済
講
演
会
」
を

開
催
し
ま
す
。　

▽
日
時　
11
月
７
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
場
所　
お
か
や
ま
未
来
ホ
ー
ル

　
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
１-

２-

１
）

▽
テ
ー
マ

　
家
計
と
人
生
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

▽
講
師　
坂
東
眞
理
子
氏
（
昭
和

　
女
子
大
学
学
長
）

▽
定
員　
６
０
０
人

　
（
先
着
順
、定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、郵
送
の
場
合
は
氏
名
、

　
住
所
、電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

　
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

岡
山
県
金
融
広
報
委
員
会

〒
７
０
０-

８
７
０
７

岡
山
市
北
区
丸
の
内
１-

６-

１

☎
０
８
６-

２
２
７-

５
１
２
８

FAX
０
８
６-

２
２
７-

６
３
５
０

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
成
28
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
助
成
金
は
、
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
や
集

会
施
設
の
整
備
な
ど
に
対
し
て
助

成
を
行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発

展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
を
検
討
し
て
い
る
団
体

は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
業
の
詳
細
は
市
ホ
ー

  

金
融
経
済
講
演
会

  

求
職
者
支
援
訓
練

  

受
講
者
募
集

  

な
る
ほ
ど
!!
健
康
教
室

  

落
語
で
知
ろ
う

  

成
年
後
見
制
度

　ハンセン病療養所の歴史を学び、
ハンセン病に対する課題や正しい理
解を深めることなどの学習活動を行
いながら、約３㌔を歩きます。

▽日時　10月 31日（土）
　午後０時30分受付～午後４時解散
　（雨天決行）

▽集合場所　こうみょう会館
※邑久光明園駐車場に案内看板があ
　ります。

▽定員　約３㌔を歩ける人40人程
　度（先着順・定員になり次第、締切）
※飲み物、タオルなど、必要と思わ
　れるものをご持参ください。
※歩くのに適した服装をご着用くだ
　さい。
※自家用車で来られる人は、邑久光

　明園駐車場に駐車してください。

▽参加費　無料

▽申込方法　電話またはＦＡＸ・は
　がき（氏名・住所・年齢・電話番
　号を明記）で申し込んでください。
　　社会教育課
〒７０１-４３９２
瀬戸内市牛窓町牛窓４９１１
☎０８６９-３４-５６０１
FAX０８６９-３４-４７９０

長島健康ウォーク　参加者募集

申
問

申
問

問

申
問

  

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

  

養
成
講
座

  

奥
田
小
由
女
展

  

ー 

愛
と
夢 

慈
愛
の
す
が
た 

ー

申
問

申
問

　
牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園
を
会
場
に
第

22
回
牛
窓
オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭
を
開

催
し
ま
す
。

　
収
穫
祭
当
日
は
オ
リ
ー
ブ
園
近

隣
の
車
両
進
入
を
規
制
し
ま
す
。

臨
時
駐
車
場
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
跡
地
）
か

ら
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▽
主
な
内
容

　
オ
リ
ー
ブ
収
穫
体
験
、
搾
油
実

演
、テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ（
味
き
き
）、

大
鍋
で
調
理
し
た
パ
エ
リ
ア
の
試

食
（
無
料
）、
オ
リ
ー
ブde

化

学
教
室
、
美
容
体
験
教
室
、
キ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▽
日
時　
10
月
24
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　
牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園

▽
入
場
料　
無
料

　

オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭
実
行
委
員
会

☎
０
８
６
９-

３
４-

２
３
７
０

　
岡
山
刑
務
所
で
は
、
全
国
の
刑

務
所
で
製
作
し
た
作
業
製
品
の
展

示
即
売
を
は
じ
め
、
刑
務
所
内
の

見
学
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
（
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
）、
各
種
バ
ザ
ー
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
17
日
（
土
）
午
前

　
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
、
18
日

　
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

▽
場
所　
岡
山
刑
務
所

　
（
岡
山
市
北
区
牟
佐
７
６
５
）

　

岡
山
刑
務
所
企
画
部
門（
作
業
）

☎
０
８
６-

２
２
９-

２
５
３
４

問

  
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

  

牛
窓
オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭

  

岡
山
地
区
矯
正
展

問申



　雪   ん子が約 30 年ぶりに宙を舞う

　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
が

安
心
し
て
地
域
で
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
法
律
や
福
祉
な
ど
に
つ
い

て
の
質
問
・
相
談
、
虐
待
や
権
利

侵
害
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
お

受
け
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。

▽
日
時　
10
月
24
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
相
談
員　
弁
護
士
、司
法
書
士
、

　
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉

　
士
、
税
理
士
、
社
会
保
険
労
務

　
士
、行
政
書
士
、医
療
ソ
ー
シ
ャ

　
ル
ワ
ー
カ
ー
、
介
護
支
援
専
門

　
員
な
ど

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
わ
れ
る
た

　
め
、
当
日
都
合
に
よ
り
特
定
の

　
専
門
家
で
対
応
で
き
な
い
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

※
当
日
は
、
高
齢
者
障
が
い
者

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
懇
談
会
（
☎

　
０
７
０-

５
０
４
２-

９
２
５
３
）

　
で
電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
♡

せ
と
う
ち

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
７
１
１

　
岡
山
県
司
法
書
士
会
で
は
、
10

月
１
日
の「
法
の
日
」に
合
わ
せ
、

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
ご
ろ
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ

る
、
遺
言
や
相
続
、
登
記
、
成
年

後
見
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
・
困
り
ご

と
に
つ
い
て
、
司
法
書
士
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
10
月
10
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

　

岡
山
県
司
法
書
士
会　

お
か
や

ま
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６-

２
２
６-

０
４
７
０

　
岡
山
県
行
政
書
士
会
で
は
、
10

月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
を
「
行
政

書
士
制
度
広
報
月
間
」
と
定
め
、

行
政
書
士
制
度
の
普
及
・
浸
透
を

図
る
目
的
で
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
本
年
度
も
こ
の
運
動
の
一
環
と

し
て
、
面
談
お
よ
び
電
話
に
よ
る

行
政
書
士
無
料
相
談
会
や
終
活
イ

　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
】

▽
日
時

　
10
月
７
日
（
水
）
～
９
日
（
金
）

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
相
談
内
容

　

・
10
月
７
日　
土
地
利
用
関
係
、

　
民
事
法
務
、
建
設
業
関
係

　

・
10
月
８
日　
遺
言
相
続
、
外
国

　
人
の
出
入
国
関
係
（
ビ
ザ
、
帰

　
化
な
ど
）、
著
作
権

　

・
10
月
９
日　
終
活
相
談
（
遺
言

　
相
続
、
任
意
後
見
契
約
ほ
か
）

■
電
話
に
よ
る
相
談

　
次
の
電
話
番
号
で
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

☎
０
８
６-

２
２
２-

９
１
１
１

■
面
談
に
よ
る
相
談

　
岡
山
県
行
政
書
士
会
館
（
岡
山

市
北
区
表
町
３-

22-

22
）
で
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
予
約
は
不

要
で
す
。

【
終
活
イ
ベ
ン
ト
「
遺
言
書
を
書

い
て
み
ま
せ
ん
か
？
」】

▽
日
時　
10
月
９
日
（
金
）

　
午
後
１
～
４
時

▽
場
所　
岡
山
県
行
政
書
士
会
館

　

岡
山
県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
８
６-

２
２
２-

９
１
１
１
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My Town Topics

　中央公民館（邑久町尾張）で８月 22・23 日の２日間、
プロ５劇団、アマチュア６劇団、絵本読み聞かせ４グル
ープが参加して、人形劇の祭典「瀬戸内・喜之助フェス
ティバル」が開催されました。
　喜之助フェスティバルは本市出身の世界的な糸操り人
形師・故竹田喜之助氏を顕彰し、地域おこしにつなげよ
うと、毎年開催されています。
　今年は、喜之助らが率いた竹田人形座の代表作「雪ん
子」が約 30 年ぶりに再演され、たくさんの家族連れで
にぎわいました。また、会場では糸操り人形によるファ
ッションショーやふるさと夢市・食べもの市などもあり、
来場者は思い思いに楽しい時間を過ごしていました。

瀬戸内・喜之助フェスティバル

  

行
政
書
士
無
料
相
談
会

  

岡
山
県
一
斉

  

司
法
書
士
相
談
会

遺
言・成
年
後
見
、
土
地
の
境
界
、

法
律
相
談
の
ほ
か
、
県
や
市
の
行

政
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
10
月
19
日
（
月
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
の
み

　
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
場
所　
岡
山
市
役
所

　
（
岡
山
市
北
区
大
供
１-

１-

１
）

▽
相
談
料　
無
料

　
　

岡
山
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
８
６-

２
３
１-

４
３
２
２

　

総
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
２

　
10
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
は
総

務
省
が
定
め
る「
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。

　
総
務
省
で
は
、
こ
れ
に
合
わ
せ

て
、
国
、
県
、
市
な
ど
の
職
員
な

ど
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
に
応

じ
る
「
一
日
合
同
行
政
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

　
税
金
、
登
記
、
戸
籍
、
多
重
債

務
、
賃
金
、
雇
用
保
険
、
道
路
、

福
祉
、
交
通
安
全
、
Ｄ
Ｖ
、
犯
罪

被
害
、
悪
徳
商
法
、
年
金
、
相
続・

　

美
和
歩
く
会
で
は
、
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
は
、
美
和
神
社
か
ら

朝
日
寺
・
道
の
駅
「
一
本
松
展
望

園
」
ま
で
の
尻
海
古
道
を
往
復
す

る
約
８
㌔
を
歩
き
ま
す
。

　
美
和
神
社
か
ら
昔
の
道
を
、
サ

ザ
ラ
シ
古
墳
・
山
桜
の
巨
木
群
に

寄
り
道
し
な
が
ら
朝
日
寺
ま
で
下

り
ま
す
。
竹
久
夢
二
の
母
の
生
家

跡
に
あ
る
椿
を
見
た
後
、
道
の
駅

「
一
本
松
展
望
園
」ま
で
歩
く
コ
ー

ス
で
す
。
申
し
込
み
不
要
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
10
月
４
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
（
午
前
８
時
50
分
集
合
）

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

　
不
明
な
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

▽
集
合
場
所　
美
和
神
社
駐
車
場

▽
参
加
費

　
２
０
０
円
（
保
険
代
な
ど
）

▽
持
ち
物

　
弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具

　

美
和
歩
く
会　

妹
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

７
２
４
３-

６
７
５
２

　
市
で
は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口

で
消
費
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
特
殊
詐

欺
（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
架
空
請
求

詐
欺
、
還
付
金
等
詐
欺
な
ど
）・

悪
質
商
法
な
ど
で
困
っ
た
場
合
、

疑
問
に
思
っ
た
場
合
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
消
費
生
活
相
談
員
な
ど

が
対
応
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
「
消
費
生
活
出
前
講
座
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
自
治
会
、

サ
ロ
ン
、
老
人
会
な
ど
、
市
内
で

開
催
さ
れ
る
催
し
で
あ
れ
ば
市
職

員
が
会
場
に
出
向
き
、
消
費
ト
ラ

ブ
ル
の
事
例
紹
介
と
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　

消
費
生
活
相
談
窓
口
（
生
活

環
境
課
）

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

相　
　

談 ウナギの混ぜご飯

安達貞女さん（長船支部栄養委員会）です。
　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２

◆材料（4 人分）
●ウナギのかば焼き（1尾）
●ゴボウ（1/4 本）
●ショウガ（20g）
●だし汁（3/4 カップ）
●みりん（大さじ 2）
●しょうゆ（大さじ 3）

●万能ネギ（1/4 束）
●青じそ（6枚）
●卵（1個）
●焼きのり（1/2 枚）
●ご飯（茶わん 4杯分）

◆作り方
①ウナギは縦 2等分に切り、1.5㌢幅に切る。ゴ
　ボウは短めのささがきにし、たっぷりの水にさ
　らしておく。ショウガは千切りにする。
②①の材料とだし汁を鍋に入れて中火で煮立て、4
　～ 5 分煮た後、みりんとしょうゆを加え、煮
　汁が少なくなるまで弱火で煮詰める。
③万能ネギは小口切りにする。青じそは粗いみじ
　ん切りにする。卵は箸で切るように溶いてフラ
　イパンで 2～ 3 回に分けて焼き、薄焼き卵を
　作る。粗熱がとれたら短めの錦糸卵に切る。焼
　きのりは小さくちぎる。
④②の煮詰めた具を汁ごと炊き上がったご飯に混
　ぜてから約 5分蒸らし、③の万能ネギ、青じそ、
　薄焼き卵を混ぜ、焼きのりを散らす。
※煮汁は大さじ2～3杯分残る程度まで煮詰める。

問

  

消
費
生
活
相
談
窓
口

  

消
費
生
活
出
前
講
座

  

一
日
合
同
行
政
相
談
所

  

高
齢
者
・
障
が
い
者

  

な
ん
で
も
相
談
会

申
問

問問

問

問

予
問問

  
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

  
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

自分たちの糸操り人形を披露する
アマチュア人形劇団の皆さん

約 30 年ぶりに上演された「雪ん子」


